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第
四
百
十
七
回 

 

青
葉
会 

選
句
表 

令
和
三
年
一
月
二
十
七
日
（
木
） 

WEB

句
会 

選 
 

者 
 

川
口
孤
舟 

投
句
・
選
句 
伊
賀
山
そ
ら
お 

今
井
紀
久
男 

柿
﨑
忠
彦 

川
口
孤
舟 

久
米
五
郎
太 

小
早
健
介 

在
間
千
恵 

 
佐
藤
た
だ
し
げ 

朱
牟
田
恵
洲 

土
谷
堂
哉 

豊
田
ゆ
た
か 

中
川
雅
夫 

長
谷
見
び
ん 

福
島
正
明 

 

古
田
昇 
星
田
啓
子 

宮
内
規
雄 

山
崎
亜
也 

山
田
け
い
子 

山
内
天
牛 

渡
邊
盛
雄 

選
句
の
み 

 

赤
田
堅 

安
部
眞
希
子 

重
枝
孝
岳 

庄
司
龍
平 

橋
口
隆 

早
川
允
章 

松
崎
浩 

村
田
く
に
子 

 

山
本
三
恵 

 

 

《
互
選
句
》 

〇
は
特
選 

 

◎
は
孤
舟
選
者
の
選 

十
点 

公
魚
の
ひ
か
り
と
な
り
て
釣
ら
れ
け
り 

 
 
 

孤
舟 

 
 

（
紀
・
健
・
○
千
・
孝
・
○
恵
・
允
・
昇
・
○
啓
・
〇
規
・
亜
） 

 

九
点 

艇
を
塗
る
ペ
ン
キ
の
香
り
春
隣 

 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 

（
堅
・
そ
・
恵
・
○
正
・
昇
・
堂
・
ゆ
・
亜
・
三
） 

 
 
 
 
 

八
点
◎
ふ
る
さ
と
の
訛
り
に
和
む
初
電
話 

 
 
 
 
 

昇 
 
 

（
眞
・
紀
・
孤
・
〇
た
・
隆
・
允
・
浩
・
規
） 

 
 
 
 
 

七
点
◎
寒
紅
を
さ
し
て
舞
台
の
人
と
な
る 

 
 
 

け
い
子 

 
 

（
眞
・
紀
・
孤
・
五
・
恵
・
び
・
亜
） 

 
 
 
 

 

六
点 

「
河
東
節
仲
間
の 

な
か
に
し
礼 

追
悼
」 

 
 
 

地
獄
を
見
た
詩
人
を
悼
む
切
山
椒 

 
 
 

紀
久
男 

 
 

（
堅
・
〇
忠
・
龍
・
堂
・
正
・
け
） 

水
切
り
の
跳
ね
春
水
の
点
と
線 

 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 

（
紀
・
恵
・
堂
・
啓
・
三
・
盛
） 

川
甚
の
閉
店
聞
く
日
の
寒
さ
か
な 

 
 
 
 

恵
洲 

 
  

（
堅
・
紀
・
千
・
堂
・
正
・
亜
） 

・
・
柴
又
の
川
魚
料
理
の
江
戸
時
代
か
ら
続
い
て
い
た
老
舗
で
す
。 

十
字
路
を
曲
が
り
損
ね
て
寒
に
入
る 

 
 
 

正
明 

 
 

（
紀
・
○
五
・
雅
・
啓
・
く
・
三
） 

◎
現
し
世
の
あ
し
た
は
見
え
ず
日
脚
伸
ぶ 

 
 

び
ん 

 
 

（
紀
・
孤
・
健
・
龍
・
ゆ
・
盛
） 

 
 
 

初
御
空
お
も
た
き
潮
の
満
ち
て
き
ぬ 

 
 
 
  

仝 
 
 

（
紀
・
龍
・
ゆ
・
孝
・
啓
・
三
） 

誕
生
日
何
も
無
く
過
ぎ
冬
薔
薇 

 
 
 
 

け
い
子 

 
 

（
紀
・
五
・
千
・
た
・
龍
・
規
） 

 
 五

点 

疫
病
と
向
き
合
ふ
覚
悟
去
年
今
年 

 
 
 
 
 

昇 
 
 

（
○
眞
・
紀
・
そ
・
千
・
び
） 

 
 
 
 

歌
舞
伎
座
初
春
公
演
に
て 

長
唄
の
第
一
声
や
春
来
た
り 

 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 

（
紀
・
千
・
雅
・
正
・
〇
け
） 

◎
初
夢
や
ウ
ィ
ン
フ
ィ
ル
か
ら
招
待
状 

 
 
 
 

盛
雄 

 
 
 

（
紀
・
孤
・
健
・
隆
・
正
） 

 
 
 
 
 

四
点 

冬
晴
や
門
出
を
祝
う
米
国
歌 
 
 
 
 
 

そ
ら
お 

 
 

（
○
堅
・
紀
・
忠
・
隆
） 

海
老
蔵
の
で
っ
か
い
見
得
や
疫
祓
ふ 

 
  

紀
久
男 

 
 

（
昇
・
び
・
け
・
○
天
） 

 
 
 
 

・
・
演
舞
場
の
歌
舞
伎
十
八
番
「
毛
抜
」 

 
 
 

凧
揚
げ
の
子
に
蒼
穹
と
未
来
あ
り 

 
 
 
  

孤
舟 

 
 

（
健
・
孝
・
ゆ
・
允
） 

待
春
の
と
ろ
と
ろ
溶
け
る
フ
ロ
マ
ー
ジ
ュ 

五
郎
太 

 
 
 

（
紀
・
正
・
○
亜
・
け
） 

 
 
 

浄
瑠
璃
方
粋
な
揃
い
の
黒
マ
ス
ク 

 
 
 
 

千
恵 

 
 

（
紀
・
た
・
雅
・
浩
） 

「
安
野
光
雅
逝
く
」 

司
馬
遼
と
連
れ
立
つ
旅
路
冬
の
星 

 
 
 
  

堂
哉 

 
 

（
堅
・
紀
・
昇
・
啓
） 

初
御
空
東
に
筑
波
西
に
富
士 

 
 
 
 
      

仝 
 
 

（
隆
・
允
・
浩
・
け
） 

 
 
 

さ
と
風
の
味
わ
い
う
れ
し
ぶ
り
雑
煮 

 
 

ゆ
た
か 

 
 

（
紀
・
忠
・
浩
・
亜
） 
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得
意
げ
に
母
は
体
操
冬
ぬ
く
し 

 
 

 
 

啓
子 

 
 

（
眞
・
紀
・
○
隆
・
く
） 

◎
籠
り
日
を
子
と
酌
み
交
わ
す
四
温
か
な 

 
 
 

盛
雄 

 
 
 

（
紀
・
孤
・
た
・
雅
） 

 
 

 

三
点 

岸
壁
に
脚
を
垂
ら
し
て
春
ま
ぢ
か 

 
 
 
 

孤
舟 

 
 

（
五
・
健
・
○
浩
） 

◎
人
日
の
伸
び
る
わ
が
影
踏
み
進
む 

 
 
 

五
郎
太 

 
 

（
紀
・
孤
・
浩
） 

◎
筋
斗
雲
乗
り
宇
宙
飛
ぶ
夢
は
じ
め 

 
 
 
 
 

昇 
 
 

（
紀
・
○
孤
・
○
允
） 

 
 
 

鳴
き
か
わ
す
鵯
寄
る
枝
や
春
近
し 

 
 
 
 

雅
夫 

 
 

（
○
そ
・
紀
・
ゆ
） 

 
 
 
 

・
・
番
で
よ
く
来
て
鳴
い
て
い
ま
す 

若
水
を
汲
ん
で
寿
ぐ
今
朝
の
膳 

 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 

（
紀
・
昇
・
く
） 

鯛
焼
き
を
買
う
気
ま
ぐ
れ
や
日
脚
伸
ぶ 

 
 

恵
洲 

 
 

（
啓
・
天
・
盛
） 

 
 

◎
初
夢
の
脈
略
な
き
ま
ま
覚
め
に
け
り 

 
 
 
 

仝 
 
 

（
そ
・
孤
・
規
） 

 
 
 

贔
屓
力
士
軒
並
み
負
け
て
寒
募
る 

 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
紀
・
け
・
盛
） 

朝
ぼ
ら
け
低
き
山
よ
り
初
日
の
出 

 
 
 

ゆ
た
か 

 
 

（
五
・
た
・
龍
） 

 
 
 

沙
羅
新
芽
終
わ
り
な
き
日
々
思
え
と
や 

 
 

雅
夫 

 
 

（
紀
・
○
孝
・
三
） 

 
 
 
 

・
・
庭
の
沙
羅
を
み
て
い
つ
も
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す 

初
詣
ひ
と
咫
（
ひ
と
あ
た
）
半
の
箸
求
む 

 

啓
子 

 
 

（
紀
・
孝
・
○
三
） 

寒
月
や
生
業
閉
づ
る
夜
の
街 

 
 
 
 
 
 

び
ん 

 
 

（
そ
・
紀
・
允
） 

再
開
発
の
残
る
一
隅
石
蕗
の
花 

 
 
 
 
  

 

仝 
 
 

（
紀
・
雅
・
く
） 

 
 
 

飽
き
も
せ
ず
山
鳩
鳴
く
よ
冬
の
朝 

 
 
 
 

規
雄 

 
 

（
た
・
ゆ
・
び
） 

 

読
初
や
「
業
平
」
に
知
る
う
た
ご
こ
ろ 

 
 
 

亜
也 

 
  

（
紀
・
五
・
び
） 

◎
寒
鴉
心
射
る
よ
な
目
の
強
さ 

 
 
 
 
 

け
い
子 

  
 

（
紀
・
孤
・
孝
） 

数
の
子
の
薄
皮
を
む
く
妻
無
口 

 
 
 
 
   

天
牛 

 
 

（
紀
・
隆
・
く
） 

孫
が
継
ぐ
祝
箸
の
名
書
く
仕
事 

 
 
 
 
 
  

仝 
 
  

（
眞
・
紀
・
恵
） 

髪
染
め
し
妻
の
立
ち
居
や
小
正
月 

 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 

（
○
紀
・
○
堂
・
昇
） 

 

二
点 

寒
北
斗
連
夜
星
座
を
支
配
せ
り 

 
 
 
 
  

忠
彦  

 
  

（
紀
・
千
） 

◎
大
寒
の
過
ぎ
て
万
物
目
覚
め
け
り 

 
 
 
 
  

仝   
  

（
紀
・
孤
） 

初
芝
居
親
子
孫
三
代
車
引 

 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 

（
紀
・
雅
） 

 
 
 
 

・
・
高
麗
屋
の
親
子
孫
三
代
で
松
王
・
梅
王
・
桜
丸
に 

 
 
 

獅
子
舞
や
上
手
に
咥
ふ
お
ひ
ね
り
を 

 
 

千
恵 

 
  

（
紀
・
天
） 

 
 

 

飾
り
終
へ
千
両
鳥
に
馳
走
せ
り 

 
 
 
 
 
 

仝 
 
 

（
紀
・
忠
） 

復
路
で
の
快
挙
霧
散
の
三
日
か
な 

 
    

 

仝 
 
 

（
紀
・
○
健
） 

 
 
 

初
せ
り
も
耳
に
鉛
筆
常
の
ご
と           

恵
洲 

 
 

（
忠
・
規
） 

◎
海
原
の
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
や
大
初
日 

 
 
 
 
  

昇 
 
 

（
忠
・
孤
） 

 
 
 

線
香
の
封
の
切
り
初
め
初
読
経 

 
 
 
 
  

堂
哉 

 
 

（
紀
・
○
盛
） 

 
 
 

巣
籠
や
テ
レ
ビ
で
寿
ぐ
初
歌
舞
伎 

 
   

ゆ
た
か 

 
 

（
堅
・
紀
） 

 
 

 

初
夢
や
借
金
取
り
が
現
れ
る 
 
 
 
 
     

正
明 

 
 

（
紀
・
天
） 

 

空
深
く
煌
め
く
オ
リ
オ
ン
窓
に
見
る 

 
 
  

啓
子 

 
 

（
紀
・
〇
龍
） 

 
 

 

久
し
ぶ
り
包
丁
研
ぎ
や
初
氷 

 
 
 
 
   

正
明 

 
 

（
紀
・
盛
） 

 
 
 

初
芝
居
若
手
の
熱
気
歌
舞
伎
座
に 

 
 

た
だ
し
げ 

 
 

（
そ
・
紀
） 

 
 
 

遅
れ
来
し
賀
状
の
返
事
手
紙
書
く 

 
 
   

亜
也 

 
 

（
紀
・
く
） 

股
引
や
穿
く
穿
か
ざ
る
の
見
栄
残
り 

 
 
 
 

仝 
 
 

（
紀
・
堂
） 

家
中
の
水
の
出
る
場
所
注
連
飾
る 

 
 
  

 
 

天
牛 

 
 
 

（
眞
・
紀
） 

梅
咲
き
て
四
方
玲
瓏
の
大
阪
城 

 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 

（
紀
・
恵
） 
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一
点 

大
雪
や
渋
滞
の
列
切
れ
目
な
し 

 
 
 
 
 

そ
ら
お 

 
 
 

（
紀
） 

リ
ウ
マ
チ
は
死
語
に
あ
ら
ず
や
初
薬
師 

 
 

紀
久
男 

 
 
 

（
五
） 

元
旦
に
テ
レ
ビ
壊
れ
て
静
か
な
り 

 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 
 

（
紀
） 

正
月
に
緊
急
宣
言
暗
き
顔 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
紀
） 

成
人
式
せ
ず
と
も
立
派
に
歳
を
と
り 

 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
紀
） 

初
芝
居
若
手
揃
ひ
て
お
め
で
た
う 

 
 
 
 

五
郎
太 

 
 
 

（
紀
） 

初
稽
古
ズ
ー
ム
の
中
の
床
飾
り 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
紀
） 

年
来
る
同
じ
干
支
な
る
母
娘 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
紀
） 

枯
木
立
花
咲
爺
に
会
え
ぬ
か
と 

 
 
 
 
 
 

健
介 

 
 
 

（
天
） 

 

大
寒
や
株
あ
れ
あ
れ
と
指
咥
へ 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
紀
） 

初
春
の
太
夫
の
声
は
ハ
イ
・
ノ
ー
ト 

 
 
 
 

千
恵 

 
 
 

（
紀
） 

獅
子
舞
や
目
出
度
さ
重
な
る
銀
座
ラ
イ
オ
ン 

た
だ
し
げ 

 
 

（
紀
） 

 
 
 
 

・
・
銀
座
ラ
イ
オ
ン
創
建
８
６
周
年 

初
鴉
富
士
を
見
や
り
て
松
の
上 

 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 
 

（
規
） 

 
 
 

受
験
子
の
礼
深
深
と
初
詣 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
天
） 

コ
ロ
ナ
禍
の
初
場
所
日
和
つ
づ
き
け
り 

 
 

ゆ
た
か 

 
 
 

（
紀
） 

雪
見
れ
ば
仔
犬
を
抱
き
し
日
を
思
ふ 

 
 
 
 

雅
夫 

 
 
 

（
紀
） 

 
 
 
 
 

・
・
仔
犬
の
名 

タ
ロ
ー
君
と
い
い
ま
し
た 

 
 
 

黄
梅
は
希
望
歌
う
や
は
や
盛
ん 

 
 
 
 
 
 

雅
夫 

 
 
 

（
紀
） 

 
 
 
 
 

・
・
黄
色
満
開
ほ
っ
と
し
ま
す 

闇
に
棲
む
鬼
に
豆
打
つ
声
聞
こ
ゆ 

 
 
 
 
  

び
ん 

 
 
 

（
紀
） 

便
利
さ
に
慣
れ
過
ぎ
て
い
る
雑
煮
椀 

 
 
 
  

正
明 

 
 
 

（
び
） 

裸
木
に
二
羽
の
山
鳩
寄
り
添
ひ
て 

 
 
 
 
  

規
雄 

 
 
 

（
紀
） 

樽
酒
の
振
舞
ひ
な
く
て
年
初
め 

 
 
 
 
 
 

  

亜
也 

 
 
 

（
紀
） 

獅
子
舞
を
イ
ベ
ン
ト
で
観
る
今
昔      

 
 
   

仝 
 
 
 

（
紀
） 

麻
酔
さ
め
抜
け
し
歯
こ
ろ
り
五
日
か
な 

 
 
  

天
牛 

 
 
 

（
紀
） 

棒
鱈
の
佃
煮
富
山
の
土
産
か
な 

 
 
 
 
 

 
  

仝 
 
 
 

（
紀 

 

§ 

§ 

§ 

§ 

§ 

§ 

§ 

§ 

 

【
句 

評
】 

 

十
点
句 

公
魚
の
ひ
か
り
と
な
り
て
釣
ら
れ
け
り 

 
 
 

孤
舟 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

健
介
さ
ん
・
・
ひ
か
り
は
「
光
」
の
方
が
自
然
で
は
？ 

 
 
 
 
 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
き
ら
り
と
光
り
な
が
ら
釣
ら
れ
た
公
魚
の
様
を
、
光
と
な
り
て
と
表
現
さ
れ
た
う
ま
さ
に
痺
れ
ま 

し
た
。
凡
手
の
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

千
恵
さ
ん
・
・
晴
れ
た
日
の
寒
い
湖
上
で
釣
り
上
げ
た
公
魚
に
太
陽
が
当
た
っ
て
キ
ラ
キ
ラ
光
る
様
子
が
目
に
見 

え
る
よ
う
で
す
、
そ
し
て
釣
れ
た
喜
び
も
。 

 
 
 
 
 
 

啓
子
さ
ん
・
・
お
天
気
の
良
い
日
。「
ひ
か
り
と
な
り
て
」
が
釣
り
人
の
糸
の
先
に
跳
ね
る
公
魚
、
同
時
に
足
下

の
氷
も
共
に
き
ら
き
ら
と
感
じ
ら
れ
て
、
釣
っ
た
一
瞬
の
切
り
取
り
が
な
ん
と
も
美
し
い
景
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

規
雄
さ
ん
・
・
美
し
い
姿
の
小
魚
が
春
光
を
浴
び
て
ひ
ら
ひ
ら
と
釣
り
あ
げ
ら
れ
て
行
く
様
子
が
目
に
見
え
る
よ
う 

で
す
。 
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九
点
句 

艇
を
塗
る
ペ
ン
キ
の
香
り
春
隣 

 
 
 
 

孤
舟 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
  

堅
さ
ん
・
・
・
学
生
時
代
４
年
間
同
じ
作
業
を
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
春
を
待
ち
兼
ね
て
居
る
ヨ
ッ
ト
マ
ン
の
心
弾
む
様
が
見
え
ま
す 

正
明
さ
ん
・
・
シ
ー
ズ
ン
を
待
つ
ヨ
ッ
ト
の
手
入
れ
、
良
い
で
す
ね 

 
 
 
 
 

 

堂
哉
さ
ん
・
・
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
仲
間
と
一
緒
に
艇
庫
で
ワ
イ
ワ
イ
、
楽
し
い
作
業
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。 

テ
ム
ズ
川
沿
い
の
ヨ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
で
夕
方
に
な
る
と
仕
事
帰
り
の
人
が
三
々
五
々
ボ
ー
ト
を
担 

ぎ
出
し
て
、
暮
れ
泥
む
流
れ
に
漕
ぎ
だ
し
て
い
ま
し
た
。 

 

八
点
句 

ふ
る
さ
と
の
訛
り
に
和
む
初
電
話 

 
 
 
 

昇 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
石
川
啄
木
の
心
境
。 

 
 
 
 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
故
郷
の
友
と
の
声
の
賀
詞
交
換
は
、
帰
省
の
雰
囲
気
に
な
り
、
正
月
気
分
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
る
。 

 
 
 
 
 

「
友
だ
ち
と
ふ
る
さ
と
訛
り
初
電
話
」
と
ぼ
か
し
て
も
。 

 
 
 
 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
故
郷
の
訛
り
を
聞
い
て
、
ほ
っ
と
す
る
気
持
ち
に
共
感
が
持
て
る
。 

 
 
 
 
 
 

浩
さ
ん
・
・
・
年
末
年
始
に
帰
れ
ず
久
し
ぶ
り
に
故
郷
と
交
信
を
し
た
ら
し
い
様
子
が
ほ
ほ
え
ま
し
い
。 

 

七
点
句 

寒
紅
を
さ
し
て
舞
台
の
人
と
な
る 

 
 
 

け
い
子 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
次
点
で
す
。
素
晴
ら
し
い
名
句
と
思
い
ま
す
。
作
者
は
、
一
月
下
旬
９
０
歳
で
亡
く
な
ら
れ
た 

新
宿
高
野
の
高
野
英
彦
さ
ん
（
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ラ
ー
社
長
・
河
東
節
仲
間
）
と
同
じ
く
清
元
の 

名
手
で
す
。
歌
舞
伎
座
や
名
古
屋
御
園
座
に
も
出
演
し
て
お
ら
れ
ま
す
。 

孤
舟
さ
ん
・
・
舞
台
人
の
き
り
り
と
し
た
心
意
気
。 

 
 
 
 
  

恵
洲
さ
ん
・
・
楽
屋
で
寒
紅
を
さ
し
た
だ
け
で
、
舞
台
の
顔
に
な
っ
て
、
颯
爽
と
舞
台
に
出
て
行
く
様 

 
 
 
 
 
 

亜
也
さ
ん
・
・
ち
ょ
っ
と
扱
い
に
く
い
季
語
に
ピ
ッ
タ
リ
な
出
番
を
与
え
た
功 

 

六
点
句 

 「
河
東
節
仲
間
の 

な
か
に
し
礼 

追
悼
」 

 
 
 

地
獄
を
見
た
詩
人
を
悼
む
切
山
椒 

 
 
 

紀
久
男 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

忠
彦
さ
ん
・
・
な
か
に
し
礼
作
詞
の
「
石
狩
挽
歌
」
が
好
き
で
、
時
々YouTube

で
聞
い
て
お
り
ま 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

す
。
歌
詞
の
「
あ
れ
か
ら
鰊
は
ど
こ
に
い
っ
た
や
ら
～
」
が
好
き
で
す
ね
。 

 
 
 
 
  

堂
哉
さ
ん
・
・
以
前
、
長
崎
の
史
跡
料
亭
花
月
で
し
っ
ぽ
く
料
理
を
た
べ
ま
し
た
。
そ
れ
を
思
い
出
し
て
、
縁
の 

あ
る
長
崎
ぶ
ら
ぶ
ら
節
を
読
ん
で
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 

 

け
い
子
さ
ん
・
地
獄
を
見
た➡

「
を
」
は
い
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 

  

※
紀
久
男
・
・
上
五
の
字
余
り
は
強
調
の
意
味
で
す
。
満
州
引
き
揚
げ
の
折
の
悲
惨
な
出
来
事
を
詠
ん
だ
も
の
で

す
。
食
道
癌
を
最
先
端
手
術
で
二
度
克
服
し
ま
し
た
が
、
残
念
で
す
。
楽
屋
で
ご
一
緒
し
た
折
、
奥
様

の
姉
の 

い
し
だ
あ
ゆ
み 

が
来
て
お
り
華
や
か
な
雰
囲
気
で
し
た
。 

 
 

水
切
り
の
跳
ね
春
水
の
点
と
線 
 
 
 
 
 

孤
舟 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
水
切
り
石
の
作
る
水
輪
が
連
な
っ
て
行
く
様
を
点
と
線
と
見
た
と
こ
ろ
面
白
い 

 
 
 
 
  

堂
哉
さ
ん
・
・
永
ら
く
水
切
り
を
し
て
い
ま
せ
ん
。
ワ
ン
、
ツ
ー
、
ス
リ
ー
と
数
え
て
テ
ン
迄
続
い
た
時
は 

無
性
に
嬉
し
か
っ
た
。
下
五
が
良
い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

盛
雄
さ
ん
・
・
こ
れ
ぞ
俳
句
で
し
ょ
う
か
、
綺
麗
な
句
で
す
。
下
五
の
〝
点
と
線
〟
が
こ
の
句
を
仕
上
げ
ま
し
た
。 

 
 

川
甚
の
閉
店
聞
く
日
の
寒
さ
か
な 

 
 
 
 

恵
洲 

 
 
 
 

・
・
柴
又
の
川
魚
料
理
の
江
戸
時
代
か
ら
続
い
て
い
た
老
舗
で
す
。 

 
 
 
 
  

堂
哉
さ
ん
・
・
懐
か
し
い
店
。
食
後
、
川
堤
を
の
ん
び
り
と
矢
切
の
渡
ま
で
散
歩
し
ま
し
た 

 
 
 
 

  

亜
也
さ
ん
・
・
洗
い
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
鯉
こ
く
を
思
い
出
し
ま
し
た 
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十
字
路
を
曲
が
り
損
ね
て
寒
に
入
る 

 
 
 
 
 

正
明 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

五
郎
太
さ
ん
・
俳
諧
味
が
あ
り
ま
す
。
私
も
先
日
厚
着
を
し
て
い
て
、
つ
い
道
を
間
違
え
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
  

雅
夫
さ
ん
・・・正
に
寒
々
し
い
最
近
の
状
況
で
す
ね
。 

現
し
世
の
あ
し
た
は
見
え
ず
日
脚
伸
ぶ 

 
 
 

び
ん 

 
 
 
 

 
 
 
 
  

 
孤
舟
さ
ん
・
・ 

コ
ロ
ナ
禍
の
終
息
は
見
通
せ
な
い
が
、
季
節
は
確
実
に
移
り
変
わ
る
。 

 
 
 
 

  
 

盛
雄
さ
ん
・
・
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
襲
わ
れ
た
‘
国
難`

の
日
々
を
詠
ん
だ
時
事
句
。
下
五
が
良
か
っ
た
。 

 
  

初
御
空
お
も
た
き
潮
の
満
ち
て
き
ぬ 

 
 
 
 

び
ん 

 
 
 
 

 
 
 
 
  

 

啓
子
さ
ん
・
・
年
が
明
け
た
日
、
海
を
見
て
い
る
と
夏
と
は
異
な
る
鉛
色
の
重
た
げ
な
う
ね
り
が
大
き
く
な
り

な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
潮
が
満
ち
て
く
る
。
去
年
今
年
を
じ
っ
く
り
考
え
る
ひ
と
刻
に
な
り
そ
う
。 

 
 

五
点
句 

疫
病
と
向
き
合
ふ
覚
悟
去
年
今
年 

 
 
 
 
 
 

昇 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

眞
希
子
さ
ん
・
・
閉
塞
感
を
打
ち
破
っ
て
「
覚
悟
」
と
い
う
一
語
で
自
主
性
と
希
望
を
く
れ
ま
し
た
。 

 
 

長
唄
の
第
一
声
や
春
来
た
り 

 
 
 
 
 
 
 

啓
子 

 
 
 

 
 
 

・
・
歌
舞
伎
座
初
春
公
演 

千
恵
さ
ん
・
・
あ
の
最
初
の
声
に
は
っ
と
し
て
華
や
い
だ
雰
囲
気
を
感
じ
、
私
も
“
春
来
た
る
”
と
感
じ
ま
し
た 

 
 
 
 

雅
夫
さ
ん
・
・
元
気
に
い
こ
う
と
初
春
の
温
い
よ
い
風
景
を
感
じ
ま
す
。 

正
明
さ
ん
・
・
長
唄
の
第
一
声
の
高
い
音
、
細
棹
の
響
き
、
良
い
気
分
で
す
ね 

 
 
 
 

け
い
子
さ
ん
・
コ
ロ
ナ
の
暗
い
日
々
、
長
唄
の
は
な
や
か
な
第
一
声
が
幸
せ
に
感
じ
ま
す
。 

初
夢
や
ウ
ィ
ン
フ
ィ
ル
か
ら
招
待
状 

 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
毎
年
一
月
一
日
に
行
わ
れ
る
ニ
ュ
ー
イ
ア
コ
ン
サ
ー
ト
に
行
っ
て
み
た
い
。 

 
 
 
 
 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
初
夢
は
宝
船
の
絵
を
枕
の
下
に
置
く
と
い
う
。
あ
の
ウ
ィ
ー
ン
楽
友
協
会
で
の
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー 

コ
ン
サ
ー
ト
の
チ
ケ
ッ
ト
か
し
ら
。
最
高
の
初
夢
。 

 

 

四
点
句 

冬
晴
や
門
出
を
祝
う
米
国
歌 

 
 
 
 
 
 

そ
ら
お 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
ト
ラ
ン
プ
は
、
世
界
が
ま
さ
か
と
い
う
中
で
米
大
統
領
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
対
面
よ
りSNS

を 

駆
使
し
て
大
衆
を
扇
動
鼓
舞
し
た
。
国
歌
斉
唱
は
心
機
一
転
、
新
世
界
へ
の
幕
開
け
と
な
っ
た
。 

 

海
老
蔵
の
で
っ
か
い
見
得
や
疫
祓
ふ 

 
 
 

紀
久
男 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

・
・
演
舞
場
の
歌
舞
伎
十
八
番
「
毛
抜
」 

 
 

天
牛
さ
ん
・
・「
で
っ
か
い
見
得
」
が
い
い
で
す
ね
。
あ
ま
り
〝
で
っ
か
い
〟
と
云
う
言
葉
は
使
わ
な
い
の 

で
は
な
い
で
す
か
。
之
で
き
っ
と
疫
は
祓
え
る
事
で
し
ょ
う
。 

※
紀
久
男
・
・
・
投
句
し
て
か
ら
無
季
に
気
づ
き
ま
し
た
。
選
句
し
て
下
さ
っ
た
方
々
に
感
謝
し
ま
す
。
歌
舞 

伎
座
、
演
舞
場
、
国
立
劇
場
で
正
月
歌
舞
伎
で
す
。
海
老
蔵
親
子
人
気
で
演
舞
場
切
符
は 

売
切
れ
。
客
席
は
物
凄
い
熱
気
で
役
者
も
ノ
リ
ノ
リ
、
自
信
満
々
、
声
も
仕
草
も
流
麗
豪
快
！ 

大
向
う
無
し
で
す
が
、
そ
れ
を
忘
れ
さ
せ
る
ほ
ど
の
大
喝
采
。
久
し
振
り
に
カ
ー
テ
ン
コ
ー 

ル
を
見
ま
し
た
。
海
老
蔵
襲
名
以
来
の
追
っ
か
け
四
人
娘
に
も
会
い
、
驚
き
呆
れ
ま
し
た
。 

待
春
の
と
ろ
と
ろ
溶
け
る
フ
ロ
マ
ー
ジ
ュ 

 

五
郎
太 

 
 

 
 
 
 
 
 

亜
也
さ
ん
・
・
と
ろ
と
ろ
と
い
う
語
感
の
春
を
待
つ
気
分
と
の
相
性
が
素
晴
ら
し
い
。 

浄
瑠
璃
方
粋
な
揃
い
の
黒
マ
ス
ク 

 
 
 
 
 

千
恵 

 
 

 
 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
長
唄
や
浄
瑠
璃
の
地
方
は
黒
マ
ス
ク
で
し
た
が
異
様
に
感
じ
ま
し
た
。
マ
イ
ク
を
工
夫
す
れ
ば 

不
要
と
思
い
ま
す
。
と
て
も
「
粋
」
と
は
思
え
ま
せ
ん
。 

 
 
 
 
 
 

浩
さ
ん
・
・
・
劇
場
の
舞
台
の
演
者
の
姿
が
目
に
浮
か
ぶ
。 

 
 
 
 
 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
舞
台
に
全
く
違
和
感
が
な
く
、
本
当
に
粋
な
感
じ
が
し
て
良
い
。 

 
 
 
 
 
 

雅
夫
さ
ん
・
・
正
に
寒
々
し
い
最
近
の
状
況
で
す
ね
。 
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司
馬
遼
と
連
れ
立
つ
旅
路
冬
の
星 

 
 
 
  

堂
哉 

 
 
 

「
安
野
光
雅
逝
く
」 

紀
久
男
・
・
・
天
牛
さ
ん
が
同
じ
歳
、
同
郷
で
、
天
牛
さ
ん
の
出
版
記
念
会
に
来
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
ご
冥
福 

 
 
 
 
 
 

を
祈
り
ま
す
。 

昇
さ
ん
・
・
・
私
は
司
馬
遼
の
大
フ
ァ
ン
で
、
特
に
紀
行
本
の
「
街
道
を
ゆ
く
」
全
４
３
巻
に
は
何
度 

 
 
 
 
 
 

読
み
返
し
て
も
感
動
し
ま
す
。
取
材
旅
行
に
同
伴
し
て
い
た
安
野
画
伯
の
挿
絵
も
大
変
印
象
的
で
し
た
。 

今
頃
は
天
国
で
旅
の
続
き
を
楽
し
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

初
御
空
東
に
筑
波
西
に
富
士 

 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
シ
ン
メ
ト
リ
ー
は
美
の
ひ
と
つ
。
新
年
に
相
応
し
い
。 

 
 
 
 
 
 

浩
さ
ん
・
・
・
冬
の
晴
れ
た
寒
空
の
風
景
が
目
に
浮
か
び
ま
す 

さ
と
風
の
味
わ
い
う
れ
し
ぶ
り
雑
煮 

 
 

ゆ
た
か 

 

 
 

浩
さ
ん
・
・
・「
さ
と
風
」
が
何
を
意
味
す
る
の
か
浅
学
無
知
の
身
で
は
分
か
ら
な
か
っ
た
で
す
が
、
ぶ
り
雑
煮 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

が
い
か
に
も
た
ま
ら
ん
と
言
う
感
じ
が
出
て
い
て
ほ
ほ
え
ま
し
い
。 

 
 
 
 
 
 

亜
也
さ
ん
・
・
さ
と
風
と
い
う
措
辞
に
惹
か
れ
ま
し
た
。 

 

得
意
げ
に
母
は
体
操
冬
ぬ
く
し 

 
 
 
 
 

啓
子 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
人
生
の
先
輩
は
い
つ
も
一
家
言
。
体
操
も
か
。
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
。
そ
し
て
お
母
様
の
生
き
る
強 

さ
が
感
じ
ら
れ
た
。 

籠
り
日
を
子
と
酌
み
交
わ
す
四
温
か
な 

 
 
 

盛
雄 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
父
親
は
息
子
が
早
く
成
人
に
な
り
、
酌
み
交
わ
す
日
を
夢
見
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 

雅
夫
さ
ん
・
・
ほ
っ
と
し
ま
す
。 

 

三
点
句 

岸
壁
に
脚
を
垂
ら
し
て
春
ま
ぢ
か 

 
 
 
 

孤
舟 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

浩
さ
ん
・
・
・
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
海
辺
で
の
壁
に
座
っ
て
足
を
ぶ
ら
ぶ
ら
。
小
春
日
和
の
穏
や
か
さ
を
想
像
で 

き
て
心
地
よ
い
。 

人
日
の
伸
び
る
わ
が
影
踏
み
進
む 

 
 
 

五
郎
太 

 
 

 

 
 
 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
正
月
を
迎
え
、
改
め
て
着
実
に
生
き
て
ゆ
こ
う
と
決
意
。 

 
 

浩
さ
ん
・
・
・
季
節
の
移
ろ
い
が
ふ
と
感
じ
ら
れ
ま
す
。 

筋
斗
雲
乗
り
宇
宙
飛
ぶ
夢
は
じ
め 

 
 
 
 
 

昇 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
初
夢
は
で
っ
か
い
方
が
よ
い
。 

 
 
 
 
 
 

充
章
さ
ん
・
・
孫
悟
空
に
な
っ
た
様
な
楽
し
い
句
。 

鳴
き
か
わ
す
鵯
寄
る
枝
や
春
近
し 

 
 
 
 

雅
夫 

 
 
 

 
 
 
 
 

・
・
番
で
よ
く
来
て
鳴
い
て
い
ま
す 

 
 
 
 
 
 

 

紀
久
男
・
・
・
季
重
な
り
で
す
。 

 

鯛
焼
き
を
買
う
気
ま
ぐ
れ
や
日
脚
伸
ぶ 

 
 

恵
洲 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

啓
子
さ
ん
・
・
こ
の
と
こ
ろ
急
に
日
が
伸
び
、
お
天
気
の
良
い
日
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
散
歩
に
で
も
で
ら
れ
た 

の
で
し
ょ
う
か
、
の
ん
び
り
気
分
に
通
り
す
が
り
の
鯛
焼
き
屋
さ
ん
に
つ
い
寄
っ
て
一
つ
買
い
求 

め
て
し
ま
っ
た
。
の
ど
か
な
様
子
が
詠
わ
れ
て
い
て
ほ
っ
と
し
ま
す
。 

   
 
 
 
 

盛
雄
さ
ん
・
・
小
沢
昭
一
さ
ん
の
〝
変
哲
半
世
紀
〟
を
想
い
出
す
愉
し
い
一
句
。 

初
夢
の
脈
略
な
き
ま
ま
覚
め
に
け
り 

 
 
 

恵
洲 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
淡
く
儚
い
夢
で
は
あ
っ
た
。 

贔
屓
力
士
軒
並
み
負
け
て
寒
募
る 

 
 
 
 

恵
洲 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
実
感
籠
っ
て
お
り
ま
す
。
下
五
の
措
辞
が
い
い
で
す
ね
。 

 
 

盛
雄
さ
ん
・
・
相
撲
フ
ァ
ン
の
一
人
と
し
て
選
句
。
貴
景
勝
、
御
嶽
海
に
期
待
が
大
き
か
っ
た
。 
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初
詣
ひ
と
咫
（
ひ
と
あ
た
）
半
の
箸
求
む 

 

啓
子 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

三
恵
さ
ん
・
・
深
い
学
識
と
見
事
な
発
想
に
脱
帽
で
す
。 

 
 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
三
省
堂
の
古
語
辞
典
に
は
載
っ
て
お
ら
ず
大
体
の
見
当
で
採
り
ま
し
た
。 

 
寒
月
や
生
業
閉
づ
る
夜
の
街 

 
 
 
 
 
  

び
ん 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
道
頓
堀
の
老
舗
〝
河
豚
の
づ
ぼ
ら
家
〟
〝
蟹
道
楽
〟
な
ど
が
廃
業
し
、
ネ
オ
ン
の
灯
が
寂
し
く 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

な
り
ま
し
た
。 

再
開
発
の
残
る
一
隅
石
蕗
の
花 

 
 
 
 
  

び
ん 

 
 
  

 
 
 
 
 
 

雅
夫
さ
ん
・
・
ほ
っ
と
し
ま
す
。 

数
の
子
の
薄
皮
を
む
く
妻
無
口 

 
 
 
 
 
  

天
牛 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
お
せ
ち
料
理
は
い
つ
も
時
間
と
の
勝
負
。
手
順
が
頭
を
廻
る
。
無
口
に
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。 

孫
が
継
ぐ
祝
箸
の
名
書
く
仕
事 

 
 
 
 
  

天
牛 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

恵
洲
さ
ん
・
・
祝
箸
に
家
族
の
名
前
を
書
く
役
目
を
、
字
を
覚
え
た
孫
に
任
せ
た
。
孫
の
得
意
げ
な
顔
が
見
え
る 

読
初
や
「
業
平
」
に
知
る
う
た
ご
こ
ろ 

 
 

亜
也 

 
 
 

（
紀
・
五
・
び
） 

 
 
 
 
 
 

五
郎
太
さ
ん
・
伊
勢
物
語
が
こ
ん
な
に
面
白
い
と
は
。
背
景
に
政
争
も
あ
り
、
恋
の
手
ほ
ど
き
で
も
あ
り
。 

寒
鴉
心
射
る
よ
な
目
の
強
さ 

 
 
 
 
 

け
い
子 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
餌
の
少
な
い
冬
場
。
餌
を
見
付
け
た
鴉
の
鋭
い
眼
差
し
。 

髪
染
め
し
妻
の
立
ち
居
や
小
正
月 

 
 
 
 

盛
雄 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
女
正
月
に
美
容
院
へ
行
っ
て
来
ら
れ
た
奥
様
に
改
め
て
惚
れ
直
し
た
見
事
な
作
品
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
奥
様
へ
の
愛
情
が
ほ
の
ぼ
の
と
良
い
で
す
ね
   
い
つ
ま
で
も
身
だ
し
な
み
の
粋
な
奥
様
の
色
気
が
匂
っ 

て
い
ま
す 

 
 二

点
句 

大
寒
の
過
ぎ
て
万
物
目
覚
め
け
り 

 
 
 

忠
彦 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
す
べ
て
が
芽
吹
き
咲
き
活
動
的
と
な
る
時
が
き
た
。 

復
路
で
の
快
挙
霧
散
の
三
日
か
な 

 
 
 

千
恵 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

健
介
さ
ん
・
・
天
で
す
が
、
こ
れ
は
二
日
の
往
路
で
の
快
挙
が
三
日
の
復
路
の
土
壇
場
で
霧
散
し
た
こ
と
を
詠
ま 

れ
た
の
で
し
ょ
う
。 

で
あ
れ
ば
、
失
礼
な
が
ら
、「
復
路
」
は
「
往
路
」
の
方
が
判
り
や
す
い
の 

で
は
、
と
愚
考
し
ま
す
が
？ 

獅
子
舞
や
上
手
に
咥
ふ
お
ひ
ね
り
を 

 
 

千
恵 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
歌
舞
伎
座
初
日
は
鳶
の
者
の
木
遣
が
玄
関
ロ
ビ
ー
で
あ
り
、
松
の
内
は
地
下
の
売
店
「
木
挽
町
広 

場
」
で
獅
子
舞
が
催
さ
れ
ま
す
。
芝
居
総
見
は
ね
て
七
丁
目
ラ
イ
オ
ン
新
年
会
で
で
も
才
蔵
を
先 

頭
に
客
席
を
回
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
句
は
そ
の
折
、
啓
子
さ
ん
が
祝
儀
を
口
に
入
れ
た
時
の
も 

の
で
す
。 

初
芝
居
親
子
孫
三
代
車
引 

 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 
 
 
 

高
麗
屋
の
親
子
孫
三
代
で
松
王
・
梅
王
・
桜
丸
に 

 
 
 
 
 
 
 

雅
夫
さ
ん
・
・
元
気
に
い
こ
う
と
初
春
の
温
い
よ
い
風
景
を
感
じ
ま
す
。 

初
芝
居
若
手
の
熱
気
歌
舞
伎
座
に 

 
 

た
だ
し
げ 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
浅
草
公
会
堂
は
建
物
古
く
換
気
不
良
の
為
〝
若
手
歌
舞
伎
゛
は
歌
舞
伎
座
の
第
一
部
に
揃
い
ま
し 

た
。
巳
之
助
と
隼
人
の
意
気
の
良
さ
が
飛
び
ぬ
け
て
お
り
ま
し
た
。 

線
香
の
封
の
切
り
初
め
初
読
経 

 
 
 
 

堂
哉 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

盛
雄
さ
ん
・
・
弔
事
の
暗
さ
を
明
る
さ
に
変
え
た
秀
句
。
中
七
が
巧
み
で
し
た
。
合
掌
。 

巣
籠
や
テ
レ
ビ
で
寿
ぐ
初
歌
舞
伎 

 
 

ゆ
た
か 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
季
重
な
り
で
す
が
外
出
自
粛
で
テ
レ
ビ
視
聴
し
か
な
い
芝
居
好
き
の
ご
夫
妻
の
お
気
持
ち
伝
わ
る 

作
品
で
す
。 
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海
原
の
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
や
大
初
日 

 
 
 
 
 

昇 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

孤
舟
さ
ん
・
・
海
面
を
茜
に
染
め
て
水
平
線
を
ゆ
っ
く
り
と
昇
る
初
日
の
出
。 

忠
彦
さ
ん
・
・
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
の
言
葉
に
壮
観
さ
を
共
感
し
ま
す 

空
深
く
煌
め
く
オ
リ
オ
ン
窓
に
見
る 

 
 
 

啓
子 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

龍
平
さ
ん
・
・
オ
リ
オ
ン
座 

幼
少
の
頃
か
ら
憧
れ
て
い
ま
し
た 

今
で
も
こ
の
世
が
終
わ
れ
ば
リ
ゲ
ル
に 

行
け
る
か
な
と
。 

久
し
ぶ
り
包
丁
研
ぎ
や
初
氷 

 
 
 
 
 
 

正
明 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

盛
雄
さ
ん
・
・
包
丁
研
ぎ
の
出
来
る
作
者
に
敬
意
。
上
五
を
〝
久
し
振
り
の
゛
に
さ
れ
た
ら
如
何
で
し
ょ
う
か
。 

股
引
や
穿
く
穿
か
ざ
る
の
見
栄
残
り 

 
 
 

亜
也 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

堂
哉
さ
ん
・
・
今
年
の
冬
は
誠
に
寒
く
、
私
は
な
ん
と
二
枚
重
ね
の
日
が
何
日
も
あ
り
ま
す
。
見
栄
は
す
っ
か
り 

捨
て
ま
し
た
。 

 
 
 
 

梅
咲
き
て
四
方
玲
瓏
の
大
阪
城 

 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

紀
久
男
・
・
・
中
七
の
表
現
が
よ
く
効
い
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 

 
  

 

恵
洲
さ
ん
・
・
さ
す
が
は
豊
太
閤
の
城
ら
し
い
、
落
ち
着
い
た
雰
囲
気 

 

一
点
句 

リ
ウ
マ
チ
は
死
語
に
あ
ら
ず
や
初
薬
師 

 
 

紀
久
男 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

五
郎
太
さ
ん
・
ご
本
人
か
、
奥
様
か
。
私
が
使
っ
て
い
る
リ
ュ
ー
マ
チ
薬
（（ス
テ
ロ
イ
ド
）の
大
量
投
与
がC
O

V
ID

19

に

効
く
よ
う
で
す
。
た
だ
現
在
で
も
リ
ユ
ー
マ
チ
の
人
の
３
割
は
効
く
薬
が
な
い
と
か
。 

※
紀
久
男
・
・
一
年
以
上
前
か
ら
右
手
指
こ
わ
ば
り
き
つ
く
箸
が
使
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
Ｅ
テ
レ
の
医
学
番
組
で

手
術
し
た
ら
治
る
可
能
性
あ
る
と
の
こ
と
で
整
形
外
科
に
診
て
貰
い
ま
し
た
ら
、
頸
椎
骨
折
の
後

遺
症
と
リ
ウ
マ
チ
の
数
値
が
二
倍
。
リ
ウ
マ
チ
の
薬
を
と
服
用
し
ま
し
た
ら
一
寸
掌
ひ
ら
く
よ
う

に
な
り
経
過
を
見
る
こ
と
に
。
力
入
り
ま
せ
ん
が
リ
ハ
ビ
リ
懸
命
に
や
っ
て
お
り
ま
す
。
亡
き
母
の

姉
妹
四
人
は
重
症
で
し
た
。 

初
稽
古
ズ
ー
ム
の
中
の
床
飾
り 

 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
茶
道
で
し
ょ
う
か
、
謡
い
で
し
ょ
う
か
？
ズ
ー
ム
を
駆
使
し
て
お
仲
間
へ
話
し
て
い
る
句
と
思
い 

ま
す
。
反
応
は
い
か
が
で
し
た
か
？ 

 

裸
木
に
二
羽
の
山
鳩
寄
り
添
ひ
て 

 
 
 
 

規
雄 

 
  
        

紀
久
男
・
・
・
愛
妻
家
で
知
ら
れ
る
作
者
ら
し
い
妻
恋
の
句
。
我
が
家
の
ベ
ラ
ン
ダ
に
雉
鳩
番
が
よ
く
き
て
く
つ 

ろ
い
で
お
り
ま
す
。 

樽
酒
の
振
舞
ひ
な
く
て
年
初
め 

 
 
 
 
 
 

亜
也 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
大
阪
の
独
身
時
代
、
藤
井
毛
織
へ
羊
毛
の
下
戸
の
先
輩
に
連
れ
ら
れ
代
わ
り
に
一
升
桝
呑
ん
だ
こ
と
を 

想
い
出
し
ま
し
た
。 

麻
酔
さ
め
抜
け
し
歯
こ
ろ
り
五
日
か
な 

 
 

天
牛 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・「
五
日
か
な
」
は
正
月
五
日
、
松
の
内
で
す
。
奥
様
の
介
護
を
な
さ
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。 

棒
鱈
の
佃
煮
富
山
の
土
産
か
な 

 
 
 
 
 

天
牛 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

紀
久
男
・
・
・
小
生
の
大
好
物
。
酒
量
が
増
え
ま
す
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

§ 

§ 

§ 

§ 

§ 

§ 

§ 

§ 

次
回
青
葉
会 

 

・
二
月
二
十
五
日
（
木
）W

E
B

句
会
と
致
し
ま
す
。 

３
月
７
日
ま
で
緊
急
事
態
宣
言
延
長
と
な
り
ま
し
た
為
。 

 
 
 

当
季
雑
詠
５
句 

投
句
お
願
い
致
し
ま
す
。（
締
切
２
月2

2

日
（
月
）
※
月
曜
日
と
な
り
ま
す
。
ご
注
意
下
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

選
句
表
（
清
記
）
配
信
予
定 

２
月2

4

日
（
水
）
と
致
し
ま
す
。） 
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令
和
三
年 

一
月 

青
葉
会
報 

 

一 

正
月
五
日
（
火
）
吉
例
初
芝
居
総
見 

歌
舞
伎
座
第
一
部 

市
原
夫
妻
ら1

2

名
が
参
加
。
皆
さ
ま
句
に
詠
ま
れ
て
ま
す
が 

正
月
の
歌
舞
伎
見
物
の
雰
囲
気
は
、
客
席
半
減
、
掛
声
禁
止
で
も
辛
う
じ
て
味
わ
え
た
よ
う
で
す
。 

新
年
会
・
・
芝
居
は
ね
て
か
ら
七
丁
目
ラ
イ
オ
ン
に
て
本
田
（
小
生
の
同
期
入
社
、
か
つ
て
句
会
記
録
の
ワ
ー
プ
ロ
し
て
く
れ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
）
ら
８
名
が
参
加
。
午
后
二
時
頃
の
銀
座
通
り
は
人
通
り
少
な
く
、
ビ
ア
ホ
ー
ル
も
私
ら
が
最
初
の
客

で
、
あ
と
も
一
組
だ
け
。
入
口
に
陣
取
っ
て
ゆ
っ
た
り
腰
か
け
、
店
の
サ
ー
ビ
ス
よ
く
、
貸
し
切
り
気
分
で
小
生
つ
い
つ
い
吞

み
過
ぎ
て
仕
舞
ま
し
た
。
毎
年
芝
居
見
物
し
て
か
ら
蕎
麦
屋
か
ビ
ア
ホ
ー
ル
で
祝
杯
挙
げ
て
お
り
ま
す
。
才
蔵
率
い
る
獅
子

舞
が
き
た
の
は
初
め
て
で
す
。
歌
舞
伎
は
ね
て
か
ら
玄
関
で
集
合
写
真
を
恵
洲
さ
ん
が
撮
り
、
社
友
会

H
P

に
寄
稿
し
た
拙

文
「
大
向
う
」
が
一
月
下
旬
に
載
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
笑
覧
の
上
、
ご
感
想
、
御
批
判
を
頂
け
れ
ば
有
難
く
存
じ
ま
す
。 

 

二 

正
月
早
々
、
弘
子
さ
ん
が
発
熱
さ
れ
て
、
感
染
原
因
不
明
の
コ
ロ
ナ
陽
性
で
入
院
さ
れ
心
配
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
二
月
始

め
お
手
紙
に
て
コ
ロ
ナ
罹
患
は
ほ
ぼ
快
癒
さ
れ
、
味
覚
・
嗅
覚
も
ほ
と
ん
ど
回
復
さ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
退
会
の
お
届
け

で
す
。
俳
句
は
続
け
ら
れ
る
よ
う
で
す
が
、
万
里
子
先
生
居
ら
れ
ぬ
当
会
と
は
距
離
を
置
き
た
い
こ
と
、
ま
た7

0

歳
に
な

り
老
齢
を
自
覚
し
た
事
が
お
辞
め
に
な
る
理
由
の
よ
う
で
す
。
万
里
子
先
生
の
愛
弟
子
で
「
萬
緑
」➡

「
森
の
座
」
の
幹
部

に
な
ら
れ
た
弘
子
さ
ん
の
努
力
、
精
進
ぶ
り
に
は
兼
が
ね
感
服
し
て
お
り
ま
し
た
。
小
生
に
は
青
天
の
霹
靂
、
が
っ
く
り

来
ま
し
た
。
天
牛
さ
ん
に
報
告
し
、
啓
子
さ
ん
と
相
談
し
て
受
理
し
ま
し
た
。 

 

三 

初
句
会
は
残
念
な
が
らW

E
B

句
会
に
な
り
ま
し
た
が
、2

1

名9
4

句
の
投
句
を
い
た
だ
き 

ご
覧
の
よ
う
に
、
孤
舟
さ
ん
、
昇
さ
ん
、
け
い
子,

さ
ん
、
び
ん
さ
ん
ら
が
高
得
点
で
し
た
。 

 

四 

関
係
者
近
詠 

 

最
寄
り
駅
つ
ひ
に
無
人
へ
海
桐
の
実 

 

眞
希
子 

 
 
 
 

マ
ス
ク
ず
ら
り
と
踏
切
を
待
つ
朝 

 
 

陽
充 

木
の
葉
髪
先
に
逝
き
た
き
夫
と
妻 

 
 
 
 

仝 
 
 
 
 

ひ
た
歩
く
マ
ス
ク
に
吐
息
籠
り
け
り 

 
 

仝 

コ
ロ
ナ
二
波
遠
く
に
聞
き
て
葱
刻
む 

 
 
 

仝 
 
 
 
 

手
焙
り
の
燠
さ
か
ん
な
る
巫
女
溜
り 

 
 

仝 

ポ
イ
ン
セ
チ
ア
献
金
袋
の
裏
真
紅 

 
 
 
 

仝 
 
 
 

 
 

神
々
に
祈
る
心
の
寒
さ
か
な 

 
 
 
 
 

仝 

冬
は
じ
め
切
り
な
く
喋
る
大
道
芸 

 
 
 

弘
子 

 
 
 
 

身
に
入
む
や
義
太
夫
三
味
線
客
ま
ば
ら 

紀
久
男 

扁
額
の
文
字
読
み
や
す
き
冬
は
じ
め 

 
 
 

仝 
 
 
 
 
 

山
形
の
秘
湯
・
姥
湯
温
泉 

灯
の
海
へ
脇
よ
り
潜
る
酉
の
市 

 
 
 
 
 

仝 
 
 
 
 

渓
紅
葉
乳
白
色
の
露
天
風
呂 

 
 
 
 
 

仝 

ロ
ダ
ン 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

口
ひ
ん
ま
げ
吊
る
さ
る
鮭
の
大
往
生 

 
 

仝 

神
の
旅
ひ
た
と
閉
ぢ
た
る
地
獄
の
門 

 
 
 

仝 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
―
―
―
―

「
森
の
座
」
二
月
号―

―
―
―
―

 

 

蛇
笏
忌
や
吾
に
も
消
へ
ぬ
夢
あ
り
し 

 
 

盛
雄 

 
 
 
 

眼
裏
に
ふ
る
里
の
山
眠
り
け
り 

 
 
 

充
章 

柿
を
剥
く
妻
の
手
ゆ
ら
り
〝
ダ
イ
ヤ
婚
〟 

 

仝 
 
 
 
 

水
仙
や
沖
に
小
舟
を
遊
ば
せ
て 

 
 
 
 

仝 

―
―

-

毎
日
新
聞
兵
庫
文
芸1

2

月
若
森
京
子
選 

 
 
 
 

ゆ
っ
た
り
と
浸
か
る
昼
の
湯
日
脚
伸
ぶ 

 

仝 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

自
分
史
に
空
白
の
あ
り
虚
栗 

 
 
 
 
 

盛
雄 

―
―

-

毎
日
新
聞
兵
庫
文
芸
１
月 

若
森
京
子
特
選 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 

凡
庸
に
生
き
て
八
十
路
の
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ 

盛
雄 

 
 

時
停
ま
り
ゐ
て
故
郷
の
雑
煮
椀 

 
 
 
 
 
 

仝 
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ウ
ィ
ル
ス
に
も
己
に
も
克
て
寒
稽
古 

 
 
 

健
介 

 
 

初
夢
や
大
統
領
に
句
を
教
へ 

 
 
 
 
 
 
 

仝 

 
 

初
夢
や
ど
ん
じ
り
箱
根
の
山
走
る 

 
 
 
 
 

仝 

 
 

初
夢
や
芸
妓
引
き
つ
れ
芝
居
見
に 

 
 
 

紀
久
男 

 
 

初
芝
居
気
分
乗
ら
な
い
拍
手
か
な 

 
 
 
 
 

仝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
―
―

き
さ
ら
ぎ
句
会 

１
月 

 令
和
三
年
二
月
八
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

文
責 

紀
久
男 

 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


